
●本県マグロ漁船員が 1954年 3月ビキニ環礁で米

国の水爆核実験により被ばくしたと認めた高松高

裁判決(2019年 12月 12日)を重く受け止め、県と

して元漁船員の調査や相談をと、県議会で求めた

私どもの要請を受け、県は去る 12日、コロナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

禍で延び延びになっていたシンポジウムを主催し

ました。 

●父親が第 7大丸で被ばくした下元節子さんは遺

族を代表し「核兵器禁止条約に署名し二度と父の

ような被爆者をださないで」と話しました。広島

大学名誉教授鎌田七男先生は、「黒い雨」と

「ビキニ被災」は共に内部被曝であり、両

者共に政治的な側面によって①人体に影響

ないと言われ、②隠蔽され、③放置され、

④他の被爆者と同等な扱いを受けず差別さ

れてきたと述べられ、また、廣橋伸之広島

大学教授は、政治的背景が影響しデータが

外されこんなに長い間闇に葬られ評価・補

償がなされてこなかったと発言されました。 

●ビキニ被災船員救済へ政治の責任は重く、

シンポジウムを開催した高知県への期待は

大きい。 

 

2月県議会中根議員の一問一答質問。（しんぶん赤旗 3月 11日より） 

新屋敷事務所  823-5878 

薊野事務所   846-2046 

県議会控室   823-9524  

 


